
現在の自動車産業においては、ソフトウェアの占める割合が高く、要求されるソフト
ウェア技術も複雑、大規模化してきています。
この要請に対応するためには、車載組込みシステムに関連する企業・大学などによる

産学連携体制のもと、欧州の仕様や規格などの情報を収集し、最新技術の習得を行うこ
とで、新技術・新事業の創出や新規参入企業・若手人材の育成を図ることが急務です。
平成２０年４月、中部経済産業局の支援を受け、車載組込みシステム事業に参入して

いる企業や参入する意欲のある企業を対象として、研究会「車載組込みシステムフォー
ラム（ASIF）」を設立しました。
平成２２年１０月には、九州支部も設立され、福岡地区での活動も始まりました。

ASIFは、次の２つの方針をもってプロジェクトを進めています。

(1)自動車関連情報の楽市楽座を目指す
ASIFに有用な情報が集まることで、有望な企業が集い、さらにASIF自身が発展する好循環

を構築していきます。

(2)誰でも参加できることに配慮する
オープンな情報だけを扱うことで、より多くの企業が参加できるよう配慮します。

自動車ソフトウェア産業の育成 ●技術力・若手育成 ●セミナー運営 ●情報発信

研究会会長：名古屋大学大学院 情報科学研究科 教授 高田広章
幹事企業：アイシン・コムクルーズ㈱、アイシン精機㈱ 、㈱ヴイッツ、㈱SRA、オムロンオートモーティブエレクトロニクス㈱、㈱サニー技研、

㈱デンソー、㈱デンソークリエイト、㈱東海理化、トヨタ自動車㈱、トヨタテクニカルデｨベロップメント㈱、㈱豊通エレクトロニクス、
㈱ヒューマンテクノシステム、ルネサスエレクトロニクス㈱

事務局：(公財)中部科学技術センター 運営サポート：㈱ヴィッツ
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車載ソフトウェアにフォーカスをあて、車載開発の中心である中
部地域の利点を十分に活かした講師によるセミナーを随時開催して
います。（５～６回/年） セミナーにはスキルアップ、応用技術の
2種類があります。

ASIFでは、車載ソフトウェア技術に関心を持つ、ソフトウェア企業、OEM、サプライ
ヤで、ASIFの活動趣旨にご賛同いただける企業・個人の入会をお待ちしています。入会
していただくと、

ASIFが主催・共催する
セミナー、勉強会、
フォーラムなどに、
無料もしくは会員価格で
参加できます。

会員の種別 入会金 年会費

一般会員 5万円 5万円

協賛会員 なし 一口5万円（複数口可）

個人会員 5千円 5千円

学生会員 なし 3千円

広く組込みシステムに関連する方々を対象として、車載組込みシ
ステム技術に関する最新動向などの情報共有と、関係企業等の交流
を目的として年１回開催しています。

●問合せ先
ASIF事務局
公益財団法人中部科学技術センター イノベーション創出支援室
e-mail：monodukuri@cstc.or.jp TEL：052-231-6723 FAX：052-204-1469

ASIF HP： http://www.as-if.jp/

主に勉強会として年間2 ラウンド（上期／下期各１～２テーマ）を実施しています。
事務局：公益財団法人福岡県産業・科学技術振興財団

電話 092-822-1550 ＦＡＸ 092-822-1565
e-mail：lsi-college2@ist.or.jp
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活動内容

入会案内

セミナー

車載ソフトウェア開発に必要な基本的な知識や最先端技術を対象
に、少人数構成での勉強会を実施しています。（年間2ラウンド：
1ラウンド5テーマ程度）
輪講形式（1グループ10～20名程度）を基本とし、メンバー

個々で調査した内容をグループで共有するため、調査負荷が軽減さ
れ、より多くの仕様の調査が可能となります。
参加企業のスキル向上を優先し、参加者はASIFの会員に限定して

います。
（テーマ例：CAN通信仕様、モデルベース開発、機能安全規格、車
載開発プロセス、MISRA-C、他）

勉強会

フォーラム

九州支部の活動
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